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上海における日中関係と魯迅の旧居 












































































国・地域 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 
 億ドル 件 億ドル 件 億ドル 件 億ドル 件 億ドル 件 
日本 7.05 237 13.24 342 10.60 467 12.72 788 15.33 730 
中国香港 9.44 419 7.75 479 16.81 619 20.28 864 24.48 884 
米国 5.78 256 5.98 263 8.34 332 8.51 468 7.97 479 
台湾 1.65 225 3.56 412 4.69 425 8.27 427 3.07 326 































































団体数 人 数 団体数 人 数 
1949 1 6人 0 0人
50 0 0 0 0 
51 5 9 0 0 
52 11 50 0 0 
53 16 139 0 0 
54 21 197 1 10 
55 52 847 4 100 
56 108 1,182 7 142 
57 133 1,234 16 145 
58 不明 594 5 93 
59 20 191 0 0 
60 42 629 1 13 
61 30 557 12 85 
62 32 619 10 78 
63 79 1,752 23 280 
64     
（出所）『新中国年鑑』（極東書店） 
    1964年版による。351ページ。 
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表４ 第２次世界戦争前と後の日中貿易 
わが国の対中国輸出 わが国への中国からの輸入 
日 本 の 


















1946 3,552 4.6 3,612 1.6 3.07 
47 10,164 5.9 5,016 1.0 6.97 
48 4,080 1.6 24,828 3.6 9.42 
49 3,114 0.6 21,756 2.4 14.15 
50 19,632 2.4 39,636 4.1 17.94 
51 5,828 0.4 21,606 1.1 34.08 
52 599 0.05 14,903 0.7 30.02 
53 5,539 0.4 29,700 1.2 36.84 
54 19,097 1.2 40,770 1.7 40.29 
55 28,232 1.4 80,482 3.3 44.82 
56 67,344 2.7 83,873 2.6 57.30 
57 60,485 2.1 80,482 1.9 71.42 
58 51,094 1.8 54,743 1.8 59.10 
59 3,646 0.1 18,786 0.5 70.55 
60 2,724 0.1 20,729 0.5 85.46 
61 16,673 0.4 30,885 0.5 100.46 
62 38,457 0.8 46,020 0.8  
63 62,417 1.1 74,599 1.1  
64      
（注）１．大蔵省通関実績により作成したもの。 
   ２．1946－48年は台湾を含む。1946年は1945年９－12月を含む。 
   ３．中国からの輸入は、第３国経由を含む。 
（出所）高市・富山『日中問題入門』146ページ、 
    『新中国年鑑』1964年度版328ページその他による。 
 






































































① 1956年11月 魯迅と現代―過渡的な覚え書・そのⅠ―『中国研究』（江南書院）11月号。 
② 1956年12月 狂人文学と『狂人日記』『中国研究』（江南書院）12月号 
③ 1957年１月 魯迅と現代―過渡的な覚え書・そのⅡ―『中国研究』（江南書院）１月号。 
④ 1957年４月 魯迅の限界『中国研究』（江南書院）４月号。 
⑤ 1958年10月 魯迅と辺区の建設『大安』４巻10号。 
⑥ 1960年12月 魯迅に対する国際的関心の諸側面『大安』６巻12号。 
⑦ 1965年３月 魯迅についての断想『住民と自治』３月号。 
⑧ 1965年11月 魯迅―中国の革命的知識人―池田誠・儀我壮一郎・松野昭二『中国革命史』
法律文化社。 
⑨ 1969年４月 魯迅第四の転機と大学『朝日新聞』４月９日。 
⑩ 1996年３月 魯迅三題、日中人文社会科学交流協会『交流簡報』175号。 
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 （戦前・戦中）①『魯迅全集』井上紅梅訳、改造社、1932、②『魯迅選集』佐藤春夫・増田
渉訳、岩波文庫、1935、③『大魯迅全集』１～７、井上紅梅・松枝茂夫・山上正義・増田渉・
佐藤春夫・鹿地亘・日高清磨嵯・小田嶽夫訳、改造社、1937。 
 （戦後）④『魯迅選集創作集』１・２、田中清一郎・小田嶽夫訳、青木書店、1953、⑤『魯
迅選集雑感集』１・２・３田中誠一郎・岡本隆三・尾坂徳司訳・青木書店、1953-54、⑥『魯迅
選集』（全13巻）、増田渉・松枝茂夫・竹内好編集・翻訳、岩波書店、1956（1964増補改訂版)。 
 
⑦「魯迅選集」１～５、小田嶽夫・田中清一郎・岡本隆三・尾坂徳司訳、青木文庫、1963、⑧
『魯迅作品集』１～３、竹内好訳、筑摩書房、1966、⑨『魯迅文集』（全６巻）、竹内好訳、筑
摩書房、1977－78、⑩『魯迅全集』（全20巻）、伊藤虎丸・北岡正子・伊藤昭雄・林敏・丸山昇・
丸尾常喜・飯倉照平・立間祥介・本山英雄・相浦杲・中川俊・是永駿・井口晃・松井博光・中
野清・三木直大・竹内実・吉田富夫・前田利昭・近藤龍哉・佐治俊彦・松永正義・片山智行・
三宝政美・太田進・今村与志雄・岩城秀夫・岡田英樹・筧文生・入谷仙介・伊藤正文・山田敬
三・萩野脩二・纃田正雄・釜屋修・佐藤保・尾上兼英・小南一郎・藤井省三・芦田肇・小谷一
郎・中島長文・坂井東洋男・深沢一幸・阿頼耶順宏・渡辺新一・鶴島俊一郎・山口守・木之内
誠・南雲智・飯塚容・岩崎葉子・尾崎文昭・他訳、学習研究社、1984.86.⑪『魯迅文集』〈ちく
ま文庫〉１～６、竹内好訳、筑摩書房、1991． 
 まさに壮観である。ひとりの作家の『全集』『選集』などが、これほど多数かつ多様な形で翻
訳紹介される例は、中国の作家はもとより、欧米・ロシアなどを含む諸外国の著名な作家につ
いてみても、類例少ないものと思われる。また、諸外国における魯迅の翻訳紹介と日本の場合
を比較しても、日本が、きわめて多数の研究・回想などを含めて量質ともに極めて高い水準に
あることは、疑いない。ここに列挙された訳者の多くは、それぞれにすぐれた「魯迅論」を発
表している。 
 私は、今、大阪市立大学在職中に、魯迅の最後の直弟子である文学部の故増田渉教授から、
もっと多くの御教示を得たかったと後悔している。しかし、幸いに大阪市立大学が、その後も、
魯迅研究の重要な拠点の１つであることは、嬉しく心強いことである（増田渉『魯迅の印象』
大日本雄弁会講談社、1948年、〈角川新書版〉角川書店、1970年、伊藤漱平・中島利郎編訳『魯
迅・増田渉師弟答間集』汲古書院、1986年、姚文元『魯迅』片山智行訳、潮出版社、1973年、
片山智行『魯迅のリアリズム「孔子」と「阿Ｑ」の死闘』三一書房、1985年、同『魯迅「野草」
全釈』平凡社、1991年、同『魯迅 阿Ｑ中国の革命』中公新書、1996年など参照）。 
 2006年、姚文元が死去した。その父親の揚華は、1930年の左連結成のさいに魯迅とともに参
加している。感慨なきを得ない。 
